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「区議会だより」
は各戸配布して
います

　区議会だよりは、各
戸配布により区民のみ
なさまのお手元にお届
けしています。
　また、区施設や駅の
広報スタンドなどでも
手に入れることができ
ます。ご利用ください。

中野区議会定例会
（一般質問）をイン
ターネットでご覧
いただけます

中野区議会定例会
（一般質問）をテレ
ビ放送しています

　中野区議会では、ジ
ェイコム中野で、議会
のテレビ放送を行って
います。内容は、各議
員の一般質問などの録
画放送です。
　放送予定などは、決
まり次第、中野区議会
ホームページに掲載し
ます。
　ぜひご覧ください。

　中野区議会のホーム
ページから、定例会の
一般質問をインターネ
ットで録画配信してい
ます。
　ぜひ、ご覧ください。
中野区議会ホームペー
ジＵＲＬ
http://www.kugikai-
nakano.jp/

【問合せ】区議会事務局
（電話３２２８−５５８５）

-

/

.

0

1111

2222

3
3
3
3
3
3

4
4
4
4
4
4

区
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
は
、
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。
傍
聴

希
望
の
方
は
、
会
議
の
当
日
、
区
議
会
事
務
局
（
区
役
所
議
会
棟

３
階
）
で
傍
聴
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
は
会
議

開
会
の
１
時
間
前
か
ら
、
入
場
は　

分
前
か
ら
に
な
り
ま
す
。
本

３０

会
議
は
定
員
１
０
０
人
、
委
員
会
は
定
員　

人
で
す
。

１５

　

な
お
、
携
帯
電
話
な
ど
電
子
機
器
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
電

源
を
お
切
り
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
区
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　

電
話
３
２
２
８
―
８
８
７
０

自
由
民
主
党
議
員
団　

大
内　

し
ん
ご

大
盛
況
だ
っ
た
「
東
北
復
興

大
祭
典
な
か
の
」
の
今
後
を
問
う

無
所
属　

近
藤　

さ
え
子

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

　
　
　
　
　

整
備
計
画
を
見
直
せ

無
所
属　

い
な
が
き　

じ
ゅ
ん
子

低
所
得
者
層
の
子
ど
も
へ
の

　
　

学
習
支
援
事
業
を
実
施
せ
よ

無
所
属　

林　

ま
さ
み

委
託
化
と
職
員
の
適
正
配
置
で
特

別
区
民
税
徴
収
業
務
を
強
化
せ
よ

無
所
属　

石
坂　

わ
た
る

部
署
間
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
た

　

貧
困
・
生
活
困
窮
者
の
支
援
を

無
所
属　

小
宮
山　

た
か
し

乳
幼
児
増
を
反
映
さ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
を

無
所
属　

む
と
う　

有
子

中
小
企
業
の
体
力
を
消
耗
さ
せ
る

外
形
標
準
課
税
適
用
拡
大
を
問
う

　

大
祭
典
は
、
ね
ぶ
た
の
運
行
時
、

多
く
の
来
街
者
が
集
ま
り
、
絶
賛

と
歓
声
の
中
、
開
催
さ
れ
た
。
①

今
後
も
継
続
す
べ
き
だ
が
、　

年
２７

度
の
予
定
は
。
②
中
野
区
大
和
町

で
最
盛
期
を
過
ご
し
た
棟
方
志
功

画
伯
は
、「
大
和
し
美
し
版
画
巻
」

で
反
響
を
得
た
。
大
祭
典
の
際
に

「
棟
方
志
功
生
誕
１
１
０
周
年
記

念
展
」
を
実
施
し
て
は
。

　

区　

長　

①
平
成　

年　

月　

２７

１０

２４

日
、　

日
に
区
役
所
、
中
野
サ
ン

２５

プ
ラ
ザ
及
び
四
季
の
森
公
園
等
で

開
催
予
定
で
あ
る
。
②
区
と
深
く

関
わ
り
が
あ
り
、
検
討
し
て
い
く
。

「
中
野
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ 

２
０
１
５
」
の
積
極
的
な
支
援
を

　

健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
の
場
を
区
民

に
提
供
す
る
な
ど
意
義
あ
る
イ
ベ

ン
ト
だ
。
積
極
的
に
支
援
し
て
は
。

　

区　

長　

Ｐ
Ｒ
の
支
援
等
、
今

後
も
で
き
る
限
り
の
支
援
を
す
る
。

し
ら
さ
ぎ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
せ
よ

　

地
域
の
保
健
室
と
し
て
展
開
し

て
い
く
た
め
に
は
、
現
在
の
ス
ペ

ー
ス
で
は
足
り
な
い
。
部
屋
の
拡

張
に
協
力
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

健
康
相
談
等
の
新
た

な
取
り
組
み
も
意
義
が
あ
り
、
拡

張
に
よ
る
機
能
充
実
の
意
向
に
は
、

可
能
な
範
囲
で
協
力
し
て
い
く
。

中
学
生
の
各
学
年
の
宿
泊
行
事
復

活
に
向
け
た
今
後
の
方
針
を
示
せ

　

良
好
な
人
間
関
係
を
構
築
し
、

生
涯
記
憶
に
残
る
大
切
な
思
い
出

の
場
で
大
変
意
義
の
あ
る
機
会
で

あ
る
。
事
業
の
意
義
と
内
容
は
。

　

教
育
長　

第
一
学
年
は
、
集
団

マ
ナ
ー
を
学
び
、
学
校
生
活
の
不

安
解
消
な
ど
を
考
慮
し
、
入
学
当

初
に
体
育
館
等
が
充
実
し
た
施
設

で
の
実
施
を
考
え
て
お
り
、
山
中

湖
周
辺
を
実
地
踏
査
し
た
。
第
二

学
年
は
、
自
然
環
境
で
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
が
で
き
る
軽
井
沢
少
年
自

然
の
家
を
利
用
し
、
ス
キ
ー
教
室

を
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、
第
三

学
年
の
修
学
旅
行
は
、
広
い
知
見

や
健
全
な
心
身
の
育
成
を
図
る
こ

と
等
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

法
人
税
率
引
き
下
げ
に
よ
る
税

収
減
の
穴
埋
め
と
し
て
、
資
本
金

１
億
円
超
の
大
企
業
に
現
在
適
用

さ
れ
て
い
る
法
人
事
業
税
の
外
形

標
準
課
税
が
資
本
金
１
億
円
以
下

の
企
業
に
拡
大
さ
れ
た
場
合
、
区

内
の
中
小
事
業
者
、
区
外
の
中
小

企
業
に
勤
め
る
区
民
へ
の
影
響
は
。

　

区　

長　

区
と
し
て
は
把
握
で

き
ず
、
見
解
は
差
し
控
え
る
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

　

①
情
緒
障
が
い
等
通
級
指
導
学

級
を
廃
止
し
、
２
０
１
６
年
全
小

学
校
に
特
別
支
援
教
室
を
設
置
す

る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
終
了
後
、

結
果
を
公
開
し
、
意
見
交
換
会
が

必
要
で
は
。
②
特
別
支
援
学
級
教

員
に
は
特
別
支
援
学
校
の
教
員
免

許
も
必
要
だ
が
、
免
許
保
有
率
は
。

　

教
育
長　

①
新
事
業
の
開
始
前

に
保
護
者
へ
の
周
知
や
説
明
を
丁

寧
に
行
う
。
②　

％
で
あ
る
。

２７

　

（
仮
称
）
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設

は
、
整
備
の
基
本
方
針
が
出
さ
れ

て
か
ら
６
年
が
経
ち
、
１
億
円
余

も
の
事
業
費
が
計
上
さ
れ
た
が
、

区
民
の
利
用
度
は
低
く
周
知
も
不

足
し
て
い
る
。　

年
度
か
ら
ク
ラ

２６

ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
置
き
利
用
率

が
向
上
し
た
と
聞
く
が
、
今
後
整

備
す
る
４
つ
も
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
を
区
が
管
理
・
運
営
す
る

体
制
は
整
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

必
要
性
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

地
域
の
活
動
拠
点
と

し
て
必
要
と
考
え
て
い
る
。　

い
じ
め
か
ら
解
放
す
る
対
策
を

　

い
じ
め
を
理
由
に
転
校
を
希
望

す
る
子
ど
も
が
い
て
も
認
め
ら
れ

な
い
場
合
、
相
当
な
配
慮
や
ケ
ア

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

教
育
長　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
支
援
や
、
担
任
に
よ

る
家
庭
訪
問
等
で
対
応
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
の
生
活
困
窮
者
自
立

２７

支
援
法
施
行
に
合
わ
せ
、
低
所
得

者
層
の
子
ど
も
へ
の
学
習
支
援
事

業
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
の
任
意
事
業
と
し
て
、
低
所

得
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
学
習
支
援

事
業
等
を
検
討
し
て
い
る
。

区
職
員
の
区
内
在
住
率
を
問
う

　

区
は
職
住
近
接
を
う
た
っ
て
い

る
が
、
区
職
員
の
区
内
在
住
率
は

減
り
続
け
て
い
る
。
災
害
対
策
等

危
機
管
理
の
面
か
ら
も
、
在
住
率

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

職
員
の
区
内
在
住
率

は　

％
で
、
近
接
区
５
区
に
在
住

２１
す
る
職
員
と
合
わ
せ
る
と　

・
９

４７

％
と
な
る
。
大
震
災
等
の
場
合
も
、

近
接
区
に
在
住
す
る
職
員
は
徒
歩

や
自
転
車
等
で
参
集
可
能
で
あ
り
、

危
機
管
理
面
で
問
題
が
あ
る
と
は

認
識
し
て
い
な
い
。

　

国
民
健
康
保
険
料
の
収
納
率
向

上
に
は
、
窓
口
業
務
を
外
部
委
託

し
職
員
を
滞
納
処
分
業
務
に
特
化

し
た
体
制
と
す
べ
き
で
あ
る
と
指

摘
し
て
き
た
。
委
託
化
前
後
の
平

成　

年
度
と　

年
度
を
比
較
す
る

２３

２５

と
、
国
保
料
の
収
納
額
は
国
や
都

の
交
付
金
を
含
め
る
と
６
億
円
の

増
、　

区
中　

位
と
上
昇
し
た
。

２３

１０

　

一
方
、
特
別
区
民
税
は
、
他
区

の
よ
う
な
徴
収
体
制
の
見
直
し
を

行
わ
ず
、
収
納
率
は　

位
と
年
々

２２

順
位
を
下
げ
て
い
る
。
①
な
ぜ
今

ま
で
外
部
委
託
を
行
わ
な
か
っ
た

の
か
。
②
電
話
・
訪
問
催
告
を
委

託
化
し
、
徴
収
業
務
の
強
化
対
策

を
早
急
に
立
て
る
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
国
保
窓
口
の
委
託

化
や
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、

効
果
的
な
委
託
時
期
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
た
。
②　

年
度
に
は
、

２７

電
話
催
告
や
戸
別
訪
問
に
よ
る
納

付
勧
奨
業
務
を
委
託
し
た
い
。

　

貧
困
者
層
へ
予
防
的
な
相
談
や

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

多
様
な
課
題
を
持
つ

生
活
困
窮
者
へ
の
個
々
の
支
援
計

画
の
作
成
等
に
際
し
て
は
関
係
機

関
等
と
の
調
整
会
議
を
行
い
、
民

間
と
の
連
携
で
の　

時
間
専
用
電

２４

話
相
談
等
も
検
証
し
検
討
し
た
い
。

戦
後　

年
の
平
和
の
取
り
組
み
を

７０

　

戦
争
や
民
族
・
国
籍
・
障
が
い
・

性
に
よ
る
抑
圧
や
暴
力
が
な
い
平

和
な
地
域
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

啓
発
・
教
育
・
相
談

等
に
取
り
組
み
た
い
。

発
達
障
が
い
や
引
き
こ
も
り
へ
の

支
援
を

　

学
齢
期
や
義
務
教
育
終
了
後
の

適
切
な
支
援
へ
の
区
の
考
え
は
。

　

区　

長　

成
長
過
程
に
応
じ
た

支
援
が
長
期
的
・
効
果
的
に
行
え

る
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

　

子
ど
も
の
い
な
い
街
に
未
来
は

な
い
。
近
年
の
乳
幼
児
人
口
の
増

加
傾
向
を
基
本
構
想
・　

か
年
計

１０

画
に
反
映
さ
せ
、
子
ど
も
に
や
さ

し
い
、
子
育
て
し
や
す
い
中
野
を

目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

長
期
人
口
推
計
で
は
、

乳
幼
児
を
含
め
た
年
少
人
口
は
減

少
し
て
い
く
想
定
で
あ
り
、　

か
１０

年
計
画
の
改
定
で
は
こ
れ
を
踏
ま

え
、
子
育
て
施
策
の
検
討
を
行
う
。

学
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
対
策
に 

力
を
入
れ
よ

　

学
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
は
こ
の

２
年
で
急
増
し
て
い
る
。
今
後
の

需
要
増
に
対
応
す
る
た
め
、
保
育

園
だ
け
で
な
く
学
童
の
待
機
児
童

対
策
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

学
童
の
利
用
希
望
が

多
い
地
域
に
、
計
画
的
に
民
設
民

営
学
童
ク
ラ
ブ
を
誘
致
し
、
待
機

児
童
対
策
に
取
り
組
む
。


